


【 ご注意 】

（１） 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りします。

（２） 本書の内容について、将来予告なしに変更することがあります。

（３） 本書の内容については、万全を記して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り・記載漏れなどお気
づきの点がございましたら、ご連絡くださいますようお願いいたします。

（４） 本製品を運用した結果の影響につきましては、（３）項に関わらず責任を負いかねますので、ご了承くだ
さい。

【 商標について 】

　・ Macintoshは米国Apple Computer,inc.の米国およびその他の国における登録商標です。

　・ QuickTimeおよびQuickTime ロゴは、ライセンスに基づいて使用される商標です。QuickTimeは、
米国およびその他の国々で登録された商標です。

　 　・ その他、本書に記載されている社名および商品名は、各社の商標、登録商標および商品です。
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■ 本書について

「PIX-MPGCP/U1-MAC」（以下 キャプチャボックス）をご使用いただき誠に有難うございます。
本書は、キャプチャボックスの付属アプリケーション「PixeDV for Mac Ver1.0」のMPEG-2対応に伴うバージョンアッ
プ版「PixeDV for Mac Ver1.1」の仕様、および操作方法などの変更について説明した追加マニュアルです。本書では、変
更点のみ記載しておりますので、記載のない仕様、および操作方法については、「PIX-MPGCP/U1-MAC」に付属の取扱説
明書をご参照ください。
CD-ROMには、「セットアップマニュアル」を収録、MPEG-2形式の動画ファイルの再生環境についてはピクセラWebペー
ジにて掲載していますので、あわせてご覧ください。
CD-ROMに収録している「はじめにお読みください」には、本書で記載できなかった最新情報がありますので、必ずご覧く
ださい。

ご使用になる前に
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■ 新機能の追加

「PixeDV for Mac Ver1.0」では、キャプチャー、ファイル入力、アルバム、プレイ、MPEGエディタの5つの機能があ
り、MPEG-1のみ対応となっておりましたが、「PixeDV for Mac Ver1.1」（以下 PixeDV）では、新たにMPEG-2にも
対応いたしました。
MPEG-2への対応に伴い、「プレイ」から「QT（QuickTime）プレイ」に機能名が変更になり、新機能としてMPEG-2形
式の動画ファイルを再生する「MPEG2プレイ」機能を追加しております。

キャプチャーモードを起動します。

ファイル入力モードを起動します。

PixeDV を終了します。

アルバムモードを起動します。

QuickTime プレイモードを起動します。

MPEG2 プレイモードを起動します。

■ モードの切り替え

新機能の追加に伴い、モードメニューバーの表示を変更しています。
［キャプチャー］ボタンをクリックすることによりキャプチャーモードが起動、［ファイル入力］ボタンをクリックすることに
よりファイル入力モードが起動、［アルバム］ボタンをクリックすることによりアルバムモードが起動、［QTプレイ］ボタン
をクリックすることによりQuickTimeプレイモードが起動、［MPEG2プレイ］ボタンをクリックすることによりMPEG2
プレイモードが起動します。
また、［環境設定］ボタンをクリックすることにより環境設定ダイアログが表示され、［終了］ボタンをクリックすることによ
りPixeDVを終了することができます。

モードメニューバー

■ コンテクストメニュー

新機能の追加に伴い、コンテクストメニューに［MPEG書き出し］メニューを追加
しました。

参 照 P13【MPEG書き出し】

モードの切り替えの変更点
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■ 変更点

● MPEG-2形式の動画ファイルのキャプチャーに対応しました。

デジタルビデオカメラやビデオデッキ、テレビなどの入力機器からMPEG-1形式の動画ファイルのキャプチャーに加え、
新たにMPEG-2形式の動画ファイルのキャプチャーに対応しました。
キャプチャーの切り替えは、キャプチャー設定で行います。

参 照 次ページ【キャプチャー設定】

■ 注意事項

キャプチャボックスに付属の取扱説明書に加え、MPEG-2対応に伴う注意事項です。

● MPEG-2のプレビューはMPEG2プレイモードで行ってください。

キャプチャーモード（およびファイル入力モード、アルバムモード）でのプレビューはQuickTimeで処理しています。サ
ムネール一覧ウィンドウのサムネールをダブルクリックすると、QuickTimeによりプレビューを表示することができま
すが、QuickTimeはMPEG-2形式の動画ファイルには対応しておりません（平成13年3月末現在）ので、MPEG-2
形式の動画ファイルのサムネールをダブルクリックしても、プレビューを表示することができません。
PixeDVでは、独自のMPEG-2形式の動画ファイルを再生するMPEG2プレイ機能を装備しておりますので、MPEG-2
形式の動画ファイルの再生は、モードメニューバーの［MPEG2プレイ］ボタンをクリックしてMPEG2プレイモードで
行ってください。

メ モ サムネール一覧ウィンドウのMPEG-2形式の動画ファイルを含むファイルのサムネールをダブルク

リックした場合は、下記のダイアログメッセージが表示されます。

参 照 P20【MPEG2プレイについて】

● 環境により、キャプチャーしたMPEG-2形式の動画ファイルがコマ落ちする場合があります。

ご使用のMacintochのクロック周波数が低い場合など環境により、キャプチャーしたMPEG-2形式の動画ファイルがコ
マ落ちする場合があります。ご使用のMacintochのクロック周波数が低い場合は、キャプチャー設定で取込みビットレー
ト：4Mbps以下にすることをお勧めします。

参 照 次ページ【キャプチャー設定】

● キャプチャーしたMPEG-2形式の動画ファイルが短い場合は、アルバムへの登録ができません。

［キャプチャー開始］ボタンをクリックした後すぐに［キャプチャー停止］ボタンをクリックすると、保存先にMPEG-2
形式の動画ファイルが保存されますが、ファイルの長さが短い場合はサムネールが作成できないため、アルバムへは登録
できません。また、アルバムモードでの［サムネールの登録］、［フォルダでの登録］も同じく登録できません。

キャプチャーの変更点
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■キャプチャー設定

MPEG-2への対応に伴い、MPEG-2形式の動画ファイルのキャプチャーに関する設定を追加し、ラジオボタンでの選択によ
るMPEG-1、MPEG-2の切り替えが可能になりました。また、［最高画質］［高画質］［標準画質］を選択したときにキャプ
チャーされるファイルの品質が変更になりましたので、ご注意ください。

参 照 キャプチャボックスに付属の取扱説明書P28【キャプチャー設定】

キャプチャー

● MPEG1

ラジオボタンを選択することにより、MPEG-1形式の動
画ファイルをキャプチャーすることができます。品質は、
以下の4つから選択します。

■　最高画質

クリックして選択すると、取込みモード：320 ×
240、取込みビットレート：2Mb p s、音声：
384Kbpsの品質でキャプチャーされます。

■　高画質

クリックして選択すると、取込みモード：320 ×
240、取込みビットレート：1.5Mbps、音声：
384Kbpsの品質でキャプチャーされます。

■　標準画質

クリックして選択すると、取込みモード：320 ×
240、取込みビットレート：1.15Mbps、音声：
384Kbpsの品質でキャプチャーされます。

■　カスタム

クリックして選択し［詳細］ボタンをクリックすると、
右記のダイアログが表示されます。メニューを選択す
ることにより設定した取込みモード、取込みビット
レート、音声の品質でキャプチャーされます。
取込みモードと取込みビットレートは、数値が大きく
なるほど高画質になります。音声は、数値が大きくな
るほど高音質になります。

メ モ ［詳細］ボタンは、［カスタム］を選

択しているときに有効になります。

キャプチャーの変更点
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● MPEG2

ラジオボタンを選択することにより、MPEG-2形式の動画ファイルをキャプチャーすることができます。品質は、以下の
4つから選択します。

■　最高画質

クリックして選択すると、取込みモード：720×480、取込みビットレート：6Mbps、音声：384Kbpsの品質で
キャプチャーされます。

■　高画質

クリックして選択すると、取込みモード：720×480、取込みビットレート：5Mbps、音声：384Kbpsの品質で
キャプチャーされます。

■　標準画質

クリックして選択すると、取込みモード：720×480、取込みビットレート：4Mbps、音声：384Kbpsの品質で
キャプチャーされます。

■ カスタム

クリックして選択し［詳細］ボタンをクリックする
と、右記のダイアログが表示されます。

［固定］を選択した場合は、メニューを選択すること
により設定した取込みモード、取込みビットレート、
音声の品質でキャプチャーされます。

［可変］を選択した場合は、メニューを選択すること
により設定した取込みモード、および取込みビット
レートを可変でキャプチャーします。バランスでは可
変率（％）をスライダーをドラッグして設定します。

［可変でキャプチャー］とは、一定の取込みビット
レートでキャプチャーするのではなく、取り込まれる
映像に合わせて最適な取込みビットレートでキャプチャーすることを言います。

例えば、取込みビットレート：3Mbps、バランス：50％に設定すると、取込みビットレート：1.5～4.5Mbps（3Mbps
の前後50％）の範囲でキャプチャーされます。
取込みビットレート：4Mbps、バランス：50％に設定すると、取込みビットレート：2～6Mbps（4Mbpsの前後
50％）の範囲でキャプチャーされます。
最小取込みビットレートは1Mbps、最大取込みビットレートは6Mbpsなので、取込みビットレート：6Mbpsの場
合はバランス：1％、取込みビットレート：5Mbpsの場合はバランス：25％、取込みビットレート：4.5Mbpsの場
合はバランス：38％、取込みビットレート：4Mbpsの場合はバランス：50％以上には設定できません。

つまり、取込みビットレートは［取込みビットレート-（取込みビットレート×％）］～［取込みビットレート+（取込
みビットレート×％）］と計算できます。

取込みモードと取込みビットレートは、数値が大きくなるほど高画質になります。音声は、数値が大きくなるほど高
音質になります。

メ モ ・［詳細］ボタンは、［カスタム］を選択しているときに有効になります。

・ 取込みビットレート：4.5以上の場合は、環境によりキャプチャーしたMPEG-2形式の動画ファ
イルがコマ落ちする場合があります。

・ 取込みビットレートを［可変］にすると、取込みビットレートが高い場合は、環境によりコマ落
ちが発生する場合があります。

キャプチャーの変更点
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ファイル入力の変更点

■ 変更点

● MPEG-2ファイルの動画ファイルのファイル入力に対応しました。

MacintoshのハードディスクやDVD-RAMディスクなどのリムーバブルメディアに保存されているMPEG-1、AVI形
式の動画ファイルに加え、MPEG-2形式の動画ファイルのファイル入力に対応しました。ただし、MPEG-2形式の動画
ファイルのファイル入力は、キャプチャボックスでキャプチャーしたファイルのみ対応しています。

■ 注意事項

キャプチャボックスに付属の取扱説明書に加え、MPEG-2対応に伴う注意事項です。

● キャプチャーした以外のMPEG-2形式の動画ファイルのファイル入力はできません。

キャプチャボックスでキャプチャーした以外のMPEG-2形式の動画ファイルのファイル入力は行えません。ファイル入
力ができないファイルの場合は、下記のダイアログメッセージが表示されます。
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アルバムの変更点

■ 変更点

● メニューパネルに［MPE2］ボタンを追加しました。

クリックすることにより、サムネール一覧ウィンドウにMPEG-2形式の動画ファイルのサムネールのみ表示することが
できます。

　

［MPE2］ボタン

メ モ 検索パネルを表示している場合は、メニューパネルの［動画］ボタン、［静止画］ボタン、［音声］ボ

タン、［全て］ボタン、［MPE2］ボタンは有効になりません。

● メニューパネルの［登録ファイル］メニューに［MPEG書き出し］を追加しました。

MPEG-1、またはMPEG-2形式の動画ファイルについてのメニューで、MPEG-1、またはMPEG-2形式の動画ファイ
ルを、MPEG-1形式の動画ファイルの場合はビデオCDを作成するときの素材、MPEG-2形式の動画ファイルの場合は
DVDを作成するときの素材として書き出すことができます。

参 照 P13【MPEG書き出し】

● MPEG-2形式の動画ファイルのサムネールを追加しました。

サムネール一覧ウィンドウに表示されるサムネールにより、一目でファイル形式を確認することができます。

■ サムネールの見分け方

サムネール一覧ウィンドウに表示されるサムネールは、登録されているファイルにより4種類になりました。
MPEG-2形式以外の動画ファイルの場合はビデオカメラのマーク、MPEG-2形式の動画ファイルの場合はフィルムの
マーク、静止画ファイルの場合はカメラのマーク、音声ファイルの場合はスピーカーと音符のマークがついたサムネー
ルで表示されます。

　
MPEG-2 形式以外の
動画ファイルの場合
ビデオカメラのマーク

静止画ファイルの場合
カメラのマーク

音声ファイルの場合
スピーカーと音符のマーク

MPEG-2 形式の
動画ファイルの場合
フィルムのマーク
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■ 注意事項

キャプチャボックスに付属の取扱説明書に加え、MPEG-2対応に伴う注意事項です。

● MPEG-2のプレビューはMPEG2プレイモードで行ってください。

アルバムモード（およびキャプチャーモード、ファイル入力モード）でのプレビューはQuickTimeで処理しています。サ
ムネール一覧ウィンドウのサムネールをダブルクリックすると、QuickTimeによりプレビューを表示することができま
すが、QuickTimeはMPEG-2形式の動画ファイルには対応しておりません（平成13年3月末現在）ので、MPEG-2
形式の動画ファイルのサムネールをダブルクリックしても、プレビューを表示することができません。
PixeDVでは、独自のMPEG-2形式の動画ファイルを再生するMPEG2プレイ機能を装備しておりますので、MPEG-2
形式の動画ファイルの再生は、モードメニューバーの［MPEG2プレイ］ボタンをクリックしてMPEG2プレイモードで
行ってください。

メ モ サムネール一覧ウィンドウのMPEG-2形式の動画ファイルを含むファイルのサムネールをダブルク

リックした場合は、下記のダイアログメッセージが表示されます。

参 照 P20【MPEG2プレイについて】

● キャプチャーした以外のMPEG-2形式の動画ファイルの登録は行えません。

キャプチャボックスでキャプチャーした以外のMPEG-2形式の動画ファイルの［サムネールの登録］および［フォルダ
での登録］は行えません。登録ができないファイルの場合は、下記のダイアログメッセージが表示されます。

　　

● MPEG-2形式の動画ファイルの検索はメニューパネルで行ってください。

検索パネルの［形式］ボタンをクリックして表示される［MPG］ボタンでは、MPEG-2形式の動画ファイルの検索は行
えません。MPEG-1形式の動画ファイルのみ検索します。
MPEG-2形式の動画ファイルのみを表示する場合は、メニューパネルの［MPE2］ボタンをクリックしてください。

参 照 P11【変更点】

● ［登録ファイル▼］メニュー［書き出し］について

メニューパネルの［登録ファイル▼］メニューの［書き出し］はQuickTimeで処理しています。QuickTimeはMPEG-
2形式の動画ファイルには対応しておりません（平成13年3月末現在）ので、MPEG-2形式から他のファイル形式への
書き出しは行えません。MPEG-2形式の動画ファイルの書き出しは、新たに追加した［MPEG書き出し］で行ってくだ
さい。

参 照 次ページ【MPEG書き出し】

アルバムの変更点
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● MPEG-2形式の動画ファイルを含むプレイファイルの作成は行えません。

QuickTimeプレイモードでの再生はQuickTimeで処理しています。QuickTimeはMPEG-2形式の動画ファイルには
対応しておりません（平成13年3月末現在）ので、MPEG-2形式の動画ファイルを含むプレイファイルを作成しても
MPEG-2形式の動画ファイルを再生することができません。（QuickTimeプレイモードでMPEG-2形式の動画ファイル
を含むプレイファイルを再生した場合は、MPEG-2形式以外の動画ファイルの再生を行います。）
PixeDVでは、独自のMPEG-2形式の動画ファイルを再生するMPEG2プレイ機能を装備しておりますので、MPEG-2
形式の動画ファイルの再生は、モードメニューバーの［MPEG2プレイ］ボタンをクリックしてMPEG2プレイモード
行ってください。

メ モ サムネール一覧ウィンドウのMPEG-2形式の動画ファイルを含むファイルのプレイファイルを作成

しようとすると、下記のダイアログメッセージが表示されます。［OK］をクリックすると、MPEG-
2形式の動画ファイルを除くファイルのプレイファイルを作成します。

参 照 P20【MPEG2プレイについて】

■ MPEG書き出し

MPEG書き出し機能について

MPEG書出し機能を使用して、DVDビデオの作成に使用できる素材、またはビデオCDの作成に使用できる素材の作成
が行えます。映像と音声を分割して書き出す機能です。音声はAIFF形式に変換しますが、映像はそのままの状態で書き
出すので劣化はありません。

MPEG書き出しで利用するためのキャプチャー設定

DVD ビデオやビデオCDの素材として利用するためには、映像のキャプチャを行う際の設定を下記のようにしてくださ
い。

● DVDビデオ素材用キャプチャー設定

1. キャプチャーモードで［キャプチャー設定］を選択します。

2. ［カスタム］を選択して［詳細］ボタンをクリックします。

3. カスタム設定ダイアログボックスで下記の設定をします。

　　取込みサイズ：720×480、または352×240
　　取込みビットレート：1～6Mbps
　　音声：192Kbps～384Kbps
　　固定モード
　　可変モードでの設定も可能です。

アルバムの変更点
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メ モ DVD Studio ProなどのDVDビデオオーサリングソフトに読み込んでDVDビデオを作成する際

にデータレートがオーバーするなどのエラーが表示される場合は、取込みビットレートや音声のビッ
トレートを下げるなどの調整が必要になります。

● ビデオCD素材用キャプチャー設定

1. キャプチャーモードで［キャプチャー設定］を選択します。

2. ［カスタム］を選択して［詳細］ボタンをクリックします。

3. カスタム設定ダイアログボックスで下記の設定をします。

　　取込みサイズ：352×240
　　取込みビットレート：1.15Mbps
　　音声：192Kbps～384Kbps

メ モ ビデオCD作成ソフトに読み込んでビデオCDを作成する際にデータレートがオーバーするなどのエ

ラーが表示されたり、DVDビデオ再生プレーヤーでコマ落ちなどでスムーズに再生されない場合は、
音声のビットレートを下げるなどの調整が必要になります。

MPEG書き出しの手順

メ モ ・ サムネール一覧ウィンドウでMPEG-1、またはMPEG-2形式の動画ファイル以外のサムネール

を選択している場合は、メニューを選択できません。
・ MPEG-2形式の動画ファイル以外のファイルの変換は、［書き出し］で行ってください。
・ MPEG-1形式の動画ファイルの場合は、この［MPEG書き出し］と［書き出し］の両方が行え
ます。

1. アルバム一覧ウィンドウからアルバムを選択します。

ファイル形式を変換するMPEG形式の動画ファイルが登録されているアルバムを選択します。

2. サムネール一覧ウィンドウからサムネールを選択します。

ファイル形式を変換するMPEG形式の動画ファイルのサムネールを選択します。

3. ［登録ファイル▼］メニューボタンをクリックします。

登録ファイルメニューが表示されます。

4. メニューから［MPEG書き出し］を選択します。

手順2で選択したファイルにより、下記のダイアログボックスが表示されます。

　

アルバムの変更点
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5. ［参照］をクリックし、書き出すファイルを保存する場所を選択します。

6. ［開始］をクリックします。

MPEG-2形式の動画ファイルのサムネールを選択した場合はDVDビデオ素材として、MPEG-1形式の動画ファ
イルのサムネールを選択した場合はビデオCD素材として書き出され、手順5で指定した場所に保存されます。同
時に手順1で選択したアルバムに自動的に登録されます。
書き出しを途中でキャンセルする場合は［中止］を、ダイアログボックスを閉じる場合は［終了］をクリックしま
す。

メ モ キーボードの［Control］キーを押しながら、サムネール一覧ウィンドウのサムネールをクリックす

ることにより表示されるコンテクストメニューから［MPEG書き出し］を選択することにより、同
じ操作を行えます。

作成した素材を使用できるソフトウェア

下記ソフトウェアで書き出し素材を使用可能です。

● DVDビデオ素材：アップル社の「DVD Studio Pro」

● ビデオCD素材：クィーリー社の「VideoCD Maker Personal2.0」

アルバムの変更点
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MPEGエディタの変更点

■ 変更点

● MPEG-2形式の動画ファイルのカット編集が可能になりました。

MPEG-2対応に伴い、MPEGエディタもMPEG-2形式の動画ファイルのカット編集が行えるようになりました。編集
の方法は従来通りです。

●MPEG-2形式の場合、1グループ（15フレーム）ごとのカット編集を行います。

MPEGエディタでは、MPEG-1形式の動画ファイルの場合は6フレーム（1/5秒）を1グループ、MPEG-2形式の動
画ファイルの場合は15フレーム（1/2秒）を1グループとし、1グループを編集の最小単位としています。通常は、グ
ループリストでカットする範囲を指定することで目的の範囲をカットできますが、1グループ単位でカットするため、動
画ファイルの状態や状況により、カット指定したスタートポイントより一つ前、またはカット指定したエンドポイントよ
り一つ次のグループ内にカットしたいフレームが含まれる場合があります。このような場合は、指定したスタートポイン
トより一つ前、または指定したエンドポイントより一つ次のグループを指定してください。

● 静止画キャプチャーに対応しました。

MPEGエディタで表示しているMPEG形式の動画ファイルのお好きな部分をPICT形式の静止画ファイルとして保存す
ることができるようになりました。

［静止画キャプチャー］ボタン

1. 再生スライダーなどで静止画ファイルとして保存する場所をモニタウィンドウに表示します。

2. ［静止画キャプチャー］ボタンをクリックします。

　　ボタンをクリックした時にモニタウィンドウで表示されている映像をPICT形式の静止画ファイルで保存します。

3. ［戻る］ボタンをクリックしてMPEGエディタを閉じます。

　　MPEGエディタを起動したときに選択していたアルバムに、キャプチャーしたPICT形式の静止画ファイルを自
　　動的に登録します。
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● スタートポイント、またはエンドポイントから、その場所を表示できるようになりました。

カット操作パネルのスタートポイント、またはエンドポイントをダブルクリックすることにより、指定したスタートポイ
ント、またはエンドポイントを瞬時に表示することができるようになりました。カット指定がより行いやすくなります。

ダブルクリックすることで、
カット指定したポイントを
瞬時に表示します。

● プレビューに再生位置を指定するスライダーを追加しました。

再生位置を指定するための［再生位置指定スライダー］を追加しています。［再生位置指定スライダー］をドラッグするよ
り、カットを指定した直前からの再生が可能になり、つなぎ目の確認などに有効になります。

［再生位置指定スライダー］

カット指定した部分

メ モ ［再生位置指定スライダー］は再生箇所にジャンプする機能です。カットした部分をスキップして移

動しますが、通常のスライダーのように再生経過に応じてスクロールしません。［＜＜（前のカット
指定）］ボタン、［＞＞（次のカット指定）］ボタンと併用して、カット直前の再生位置を指定するの
に便利な機能です。

MPEGエディタの変更点
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QTプレイの変更点

■ 変更点

● 「プレイ」から「QTプレイ」に変更になりました。

MPEG-2への対応に伴い、「プレイ」から「QT（QuickTime）プレイ」に機能名が変更になりました。

● 全画面再生が可能になりました。

QTプレイモードで再生する表示サイズは、大（320×240の2倍）、中（320×240）、小（320×240の1/2倍）
に加え、全画面での再生が可能になりました。4段階の表示サイズから選択できます。
全画面の場合は、PixeDVのアプリケーションウィンドウを表示せず、画面全体で再生します。

320 × 240320 × 240 の 1/2 倍

320 × 240 の 2倍 全画面

■ 全画面で再生する手順

　1. ［プレイファイル選択▼］メニューボタンをクリックします。

　2. プレイファイルを選択します。

　3. ［再生］ボタンをクリックします。

　4. ［全画面］ボタンをクリックします。

　5. 画面をクリックして全画面再生を解除します。
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● 再生中のキー操作が可能になりました。

再生中にキーボードの「return］キーを押すごとに再生／静止、［←］キーを押すごとにコマ戻し、［→］キーを押すごと
にコマ送り、［↑］キーを押すごとに音量が大きくなり、［↓］キーを押すごとに音量が小さくなります。

メ モ QuickTime4.03以前がインストールされている環境では、全画面再生でのキー操作は行えません。

QTプレイの変更点
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MPEG2プレイについて

■ 制限事項・注意事項

● MPEG-2形式の動画ファイルのみ再生できます。

MPEG2プレイモードでは、キャプチャーしたMPEG-2形式の動画ファイルのみを再生します。MPEG-2形式の動画
ファイル以外のファイルの再生は、QuickTimeプレイモードで行ってください。

● 環境により、スムーズな再生ができない場合があります。

ご使用のMacintoshのクロック周波数が低い場合、スムーズな再生ができない場合があります。再生品質、画質の設定
を［低］にしてお試しください。

参 照 次項【各部名称】

● MPEG-2形式の動画ファイルの再生環境について

MPEG-2形式の動画ファイルの再生環境については、ピクセラWebページをご覧ください。

■ 各部名称

MPEG2プレイリスト

［オールプレイ］ボタン

［プレイ］ボタン

サムネール一覧ウィンドウ

選択しているアルバムの名前

［アルバムリスト▼］
　　　メニューボタン

背景色の設定品質設定

● ［アルバムリスト▼］メニューボタン

クリックすることにより、アルバムモードで作成されているアルバムの名前がメニューで表示されます。
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● サムネール一覧ウィンドウ

選択したアルバムに登録されているMPEG-2形式の動画ファイルのサムネールを表示します。

メ モ MPEG-2形式の動画ファイル以外のファイルのサムネールは表示されません。

● 品質設定

メ モ ご使用のMacintoshのクロック周波数が低いなど、再生する環境が遅い場合、再生の処理が追いつ

かずにカクカクしたようなスムーズな再生ができない場合があります。このような場合に［低］を設
定して再生することにより、比較的スムーズな再生を行え、ストレスなく鑑賞するのに有効な設定で
す。環境的にスムーズな再生ができない場合でも、キャプチャーした映像の品質が悪いわけではあり
ません。再生環境さえ整えば、正常に再生が行えます。

■ 再生品質

［高］になるほど、Macintoshの処理能力が必要になります。ご使用のMacintoshのクロック周波数が低い場合は、
［中］または［低］に設定することをお勧めします。

■ 画質

［高］は高解像度、［低］は低解像度で表示します。［高］のほうが、Macintoshの処理能力が必要になります。

● 背景色

再生するときの背景を［白］または［黒］かを選択します。

● オールプレイ

クリックすることにより、選択しているアルバムに登録されているMPEG-2形式の動画ファイル全てを連続して再生し
ます。

● プレイ

クリックすることにより、選択しているサムネールのMPEG-2形式の動画ファイルを再生します。複数選択している場
合は、連続して再生します。

MPEG2プレイ

再生スライダー

ムービーコントロールボリューム設定表示サイズコントロール

［次のファイル］ボタン

［前のファイル］ボタン

［戻る］ボタン

MPEG2プレイについて
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MPEG2プレイ選択画面で［オールプレイ］または［プレイ］ボタンをクリックすることにより表示されます。

● 戻る

クリックすることにより、MPEG2プレイリストに戻ります。

● ［前のファイル］ボタン、［次のファイル］ボタン

クリックすることにより、前または次のファイルを表示します。複数の再生を行う場合にのみ表示されます。

● 再生スライダー

ドラッグすることにより、再生位置を移動することができます。

● 表示サイズコントロール

クリックすることにより、再生する表示サイズを変更します。

640 × 480640 × 480 の 1/2 倍 全画面

● ボリューム設定

スライダーをドラッグすることにより、ボリューム（音量）の調節を行えます。［ミュート］ボタンをクリックすることに
より、ミュート（消音）状態にすることができます。

［ミュート］ボタン

ミュート（消音）状態

● ムービーコントロール

■ ［停止］ボタン

クリックすることにより、再生を停止します。

■ ［再生］ボタン

クリックすることにより、再生します。

■ ［一時静止］ボタン

クリックすることにより、再生を一時静止します。

［停止］ボタン

［再生］ボタン

［一時静止］ボタン

MPEG2プレイについて
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■ 再生中のキー操作

再生中にキーボードの「return］キーを押すごとに再生／静止することができ、［←］キーを押すごとに前のファイル、［→］
キーを押すごとに次のファイルを再生することができます。

■ MPEG2プレイの手順

1. PixeDVを起動して、MPEG2プレイモードを起動します。

MPEG2プレイリストが表示されます。

2. ［アルバムリスト▼］メニューボタンをクリックしてアルバムを選択します。

アルバムリストメニューが表示されますので、再生するMPEG-2形式の動画ファイルが登録されているアルバム
を選択します。

3. 再生品質、背景色を設定します。

4. サムネール一覧ウィンドウからサムネールを選択し、［プレイ］ボタンをクリックします。

MPEG2プレイが表示されます。サムネールをダブルクリック、または［オールプレイ］ボタンをクリックするこ
とにより、同じ操作が行えます。

5. ［再生］ボタンをクリックして再生します。

必要に応じて、表示サイズコントロールやムービーコントロールのボタンをクリックしてください。全画面で再生
している場合は、画面をクリックすることにより全画面での再生を解除することができます。

6. ［戻る］ボタンをクリックします。

MPEG2プレイリストにもどります。

MPEG2プレイについて



製品についてのお問い合わせは
　PIX-MPGCP/U1-MAC、PixeDV for Macについてのご質問、ご相談は
　下記までお問い合わせください。

　株式会社ピクセラ　ユーザーサポート

　〒590-0985　大阪府堺市戎島町4-45-1　ポルタスセンタービル
　TEL （0722）24-7311 FAX （0722）24-7177

　受付時間 月曜～金曜（祝祭日は除く）10：00～13：00
　　　　 　　　　　　　　　　　　　14：00～17：00

　http://www.pixela.co.jp/MPEG/MAC
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